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まちづくり委員会資料 

陳情の審査 

陳情第１６号 小杉の再開発地域におけるビル風の実態調査と 

ビル風の抜本的な対策を求める陳情 

 資料１ 小杉駅周辺の開発計画における風対策の取組 

 資料２ 小杉駅周辺の風環境調査 

 参考資料 小杉駅周辺地区の開発動向 

まちづくり局 



（１） 経緯 （３） 風環境に関する検討経過 

複数の開発事業が進められている小杉駅北側地区において、各事業者が調整、

整合を図りながら、周辺市街地に与える影響に配慮したまちづくりを進めること

を目的として、平成 24年 11月より環境対策部会を設置している。
当部会において、風環境の維持保全について検討してきた。

（２） 環境対策部会の対象事業地区 

100ｍ 0 

N 

（１）小杉町 2丁目地区
（２）大西学園地区

（３）小杉駅北口地区

（４）日本医科大学地区

（５）小杉町 3丁目東地区

第 1回環境対策部会 ；・環境対策部会の目的等の確認
（平成 24年 11月） ・タワープレイスにおける風対策スケジュールの確認について

第 2回環境対策部会 ；・環境対策部会において取り組む風対策について
（平成 25年 2月）  ・タワープレイスにおける風対策案について

第 3回環境対策部会 ；・検討課題の整理
（平成 25年 10月） １「各事業で調査・対策を実施する範囲」

２「計画段階における対策」

３「竣工後の調査、対策」

４「維持管理」

５「歩行者等の安全性の確保のための風対策」

第 4回環境対策部会 ；・検討課題に関する協議
（平成 25年 12月） ※風工学の専門家の助言を受けた検討の実施

第 5回環境対策部会 ；・風対策案のルール化に向けた協議
（平成 26年 3月） ※風工学の専門家の助言を受けた検討の実施

第 6回環境対策部会 ；・風対策案の骨子作成
（平成 26年 4月） 

第 7回環境対策部会 ；・風対策案の検討
（平成 26年 9月）

第 8回環境対策部会 ；・風対策に関する覚書締結に向けた協議
（平成 26年 10月） JR 

武蔵小杉駅 
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１ 各開発事業者との風対策に関する覚書の締結について 

平成 26年 12月 18日 ；「小杉駅北側地区周辺環境対策部会におけるビル風対策指針」及び
「防風対策施設等の維持管理基準」の遵守に関する覚書の締結

小杉駅周辺の開発計画における風対策の取組 資料１ 

１ 



（４）ビル風対策指針の概要 

環境アセスメントの対象事業かつ、風環境の調査を実施している事業を対象

とし、アセス条例の手続きに加えて実施する独自の風対策の取組み

①「各事業の計画段階における対策」 

・計画段階で建物形状の工夫や常緑樹を植栽する等の総合的な風対策を行う。

・計画建物のビル風の影響範囲において、風環境評価指針による領域 A、B（ラン
ク１、２）の範囲内に収めるよう努める。

・計画建物のビル風の影響範囲において、風環境評価指針による領域 C、D（ラン
ク３、ランク外）が生じた場合は、その原因を調査し対策に努める。

・歩行者空間の安全性の確保に向け、風環境の保全に努める。

②「各事業の事後調査・対策を実施する範囲」 

・事業区域と対岸歩道を含む外周道路までの範囲（図１参照）を、各事業で調査

を行う範囲とし、環境アセスメントに準じる事後調査と必要に応じ対策を実施

する。 

・事後調査地点の選定については、川崎市環境局環境評価室及び小杉駅北側地区

周辺環境対策部会において協議調整を行う。 

小杉町２丁目地区 

日本医科大学地区 

小杉町 3 丁目東地区 

凡例    ：事業区域

  ：事業区域と対岸歩道を含む外周道路までの範囲

北口地区 

図１ 事業区域と対岸歩道を含む外周道路までの範囲

について

③「竣工後の調査・対策」 

・竣工後 1年目の環境アセスメントの事後調査（風調査）の際に、予測評価に
比べ明らかに悪化した場合は、対策を施し、その後事後調査を再度行う。

・対策後の事後調査結果においても風環境が改善されていない場合は、対策方法

等について川崎市と協議調整を行う。 

④「維持管理」 

・事業者は竣工後 3 年目まで、防風対策施設等の維持管理状況について、川崎市
に毎年報告を行う。 

・竣工後 3年以降については、「防風対策施設等の維持管理基準」に基づき、管理
組合等が防風対策施設等の維持管理に関する届出を川崎市に提出し、防風対策

施設等を適切に維持管理する。
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■竣工後の調査・対策、維持管理フロー

（５）防風対策施設等の維持管理基準の概要 

・防風対策施設等を適切に維持管理するため、防風対策施設等維持管理責任者の

選任及び防風対策施設等維持管理責任者の誓約書を川崎市に届け出なければな

らない。

・防風対策施設等の維持管理状況等について報告を求められた際は、川崎市に報

告しなければならない。 

事業者による対応 

２ ※防風植栽を含む計画地内の緑の生育状況等を調査し、報告する。





４ 

■風対策の効果検証１ 風環境評価指標を用いた検証 

風環境評価指標を用い、観測点（左中央風対策図中 ）における対策前と対策後の風環境評価を比

較した。現地の風環境は風対策により領域Ｃから領域Ｂへと改善されたことが示された。 

３ 武蔵小杉タワープレイス周辺の風対策 

■背景 

 武蔵小杉タワープレイス南東側交差点付近は、幹線道路沿い、かつ、駅へのアクセス経路として

多数の地域住民が頻繁に通行または滞留する場所である。一方で、当地点は地域住民から風環境の

悪化に関して指摘を多く頂いている地点である。 

 風の観測は、タワープレイスの南東側の風環境を把握するため、地権者等の協力のもと、周辺開

発事業者により、1年間行ったものである。また、平成２５年5月にタワープレイス南東側に実施

した風対策の効果を、風工学の専門家による観測結果の分析により検証した。 

■風対策の効果検証２ 風速比での比較による検証 

風速比での比較を行ったところ、風対策前に比べ、風対策後の風速比が３割から５割程度低下して

おり、風対策の効果が見られた。 

中原測定局の風向 北北東 南南西 

風対策前の風速比 

（H24年12月～H25年4月） 

0.72 

（観測点の風速は中原測定局の約7割） 

0.97 

（観測点の風速は中原測定局と同程度） 

風対策後の風速比 

（H25年6月～H25年11月） 

0.38 

（観測点の風速は中原測定局の約4割） 

0.64 

（観測点の風速は中原測定局の約 6割） 

風対策後／風対策前 0.38÷0.72＝0.53 

（風速が約 5割低下） 

0.64÷0.97＝0.66 

（風速が約 3割低下） 

※中原測定局で風向頻度の高い風向である北北東及び南南西の時の風速比を求めた。

■観測期間：平成24年 12月 ～ 平成25年 11月 1年間（開発事業者実施） 

風対策前：平成24年12月 ～ 平成25年4月の5か月間  

風対策後：平成25年6月  ～ 平成 25年 11月の6ヶ月間 

※平成25年 5月に実施した風対策工事の前後を風対策前、風対策後としている。 

■まとめ 

タワープレイスの南東側広場付近の風観測データをもとに、風環境評価指標を用いた検証と、風速

比での比較による検証を行った結果、平成25年５月に実施した風対策による効果が確認された。 

※風工学研究所提案の 

風環境評価指標 

・領域Ａ：住宅地相当  

・領域Ｂ：低中層市街地相当  

・領域Ｃ：中高層市街地相当 

・領域Ｄ：強風地域相当 

観測点（左中央風対策図中 ）

年間平均風速相当 

（累積頻度 55％） 

日最大平均風速の年間平均相当 

（累積頻度 95％） 

総合 

評価 

風速(m/s) 評価 風速(m/s) 評価 

風対策前 2.0 領域Ｃ 5.5 領域Ｃ 領域Ｃ 

風対策後 1.4 領域Ｂ 3.4 領域Ｂ 領域Ｂ

凡 例 

タワープレイス 

南武沿線道路 

高木（シマトネリコ） 

高さ約７～８ｍ 

中木（シラカシ） 

高さ約３ｍ 

生垣（カイヅカイブキ） 

高さ約2.5ｍ 

中木（ホルトノキ） 

高さ約３ｍ 

●高木（シマトネリコ） ■生垣（カイヅカイブキ） 

●中木（シラカシ） 

●中木（ホルトノキ） 

※道路内植栽 

●中木（ホルトノキ） 

※道路内植栽 

風対策図 

観測点（地上約３ｍ） 

風速比：中原測定局と観測点での同一時刻の風速の比 （観測点の風速÷中原測定局の風速） 

  ⇒風速比での比較により、季節による風速の違いに影響されず風対策の効果を検証する。 

※当資料は平成26年2月に周辺開発事業者（株式会社風工学研究所 作成）から提出された報告書に

基づき作成 

■中原測定局詳細 

測定局設置場所：中原区役所保健福祉センター 

風向・風速計設置場所：中原区役所屋上 

風向・風速計の位置：5階建て屋上 

風向・風速計の高さ：地上から27m 

風向・風速計位置 



■各地区の状況図 

２ 調査内容 

   複数の開発事業が順次進捗している当地区全体の風環境を把握するため、既に環

境アセスメント事後調査などで風環境に関する観測データが蓄積されている地区で

は、そのデータを活用し、観測データがない地区については、市が観測を行う。 

① 環境アセスメント評価書及び事後調査報告書等の観測データの分析 

② 環境アセスメント事後調査等による観測データがない地区における 

風向・風速観測（平成 27 年 3 月から 1年間）及び分析 

③ 先進事例の調査 

④ 当地区全体の風環境の課題整理 

小杉駅周辺の風環境調査

１ 背景・目的 

 ○小杉駅周辺では、複数の開発事業が進められている中、開発事業に関する説明会や

アンケート調査などを通じ、複数の地点についてビル風に関するご意見を頂いてい

る。 

○このような状況を踏まえ、当地区全体の風環境を把握し、開発事業が周辺市街地環境

に与える影響に配慮したまちづくりを進めることを目的とする。 

■各地区の状況 

観測 

データ
地区名等 風環境の対応方針 

アセス

事後調査実

施中又は予

定

小杉町 2丁目地区 

小杉町 3丁目東地区 

日本医科大学地区 

小杉駅北口地区

・風対策に関する覚書に沿った風環境に配慮した計画づくり 

・竣工後実施する環境アセスメント及び風対策に関する覚書に基づく事後調査に

より風環境を把握。 

・調査結果によって必要に応じた対策を指導。 

小杉町 3丁目中央地区 

新丸子東 3丁目南部地区

・竣工後実施する環境アセスメント事後調査により風環境を把握。 

・調査結果によって必要に応じた対策を指導。 

アセス事後

調査実施済

南口地区東街区、西街区 

中丸子地区 

東部地区 

グランド地区

・環境アセスメント事後調査の結果をもとに、必要に応じた対策を要請。

旧

ア

セ

ス

条

例 

任 意

調 査

実 施

済

タワープレイス 

(H24.12̃H25.11 観測済)

・周辺開発実施時に、環境アセスメント、風対策に関する覚書に基づき、風環境

の予測・評価、事後調査による風環境の把握を実施。 

・事後調査結果によって、必要に応じ周辺開発事業者に対策を指導。 

なし ＮＥＣ玉川ﾙﾈｯｻﾝｽｼﾃｨ 
・旧環境アセス条例改正時の計画のため、事後調査制度なし。 

・本調査により風環境を把握し、調査結果をもとに、必要に応じた対策を要請。 

３ 調査後の対応 

 ○本調査の結果に応じ、先進事例を参考にしながら、必要に応じて関係する建物所有

者等に対策を要請する。 

○今後新たに環境アセスメントの事後調査が行われる地区についても、その状況を把握

し、必要に応じて事業者等に対策を指導する。 

○小杉駅北側周辺の今後開発が進められる地区については、適切な防風対策、竣工後

の防風対策施設の維持管理など、風対策の覚書に沿った取組を進める。 

資料２ 

５ 

凡例 

     ：アセス事後調査実施中又は予定 

     ：アセス事後調査実施済み 

     ：任意調査実施済み 

     ：本調査で観測

※旧アセス条例では事後調査制度がなく、改正アセス条例（平成 12 年 12 月施行）により制度化。 






